
会計 01

款 2/9

項 01

目 10/2

１，　沖縄県防災情報システム市町村負担金　（予算額：１１７千円　　決算額：１１７千円）
予算科目　（９款　消防費　１項　消防費　２目　災害対策費）

負担金の主な使い道は、次のとおりです。
　・コンピュータのサーバー保守料

　・新規開発ソフトの保守料

　・ライセンス、バージョンアップ料

　・気象情報提供料

　・インターネットプロバイダー料

２，那覇市・南風原町ごみ処理還元施設建設磁気探査事業
予算科目　（２款　総務費　１項　総務管理費　10目　不発弾処理促進費）

・磁気探査委託料　（予算額：４，１６４千円　　決算額：４，１６４千円）
　（財源内訳）
県補助金（９５％）
那覇市・南風原町ごみ処理施設事務組合負担金（５％）

３，９５４千円
２１０千円

　那覇市・南風原町ごみ処理還元施設建設予定地に、不発弾が残っていないか調査をしま
す。専門の業者に調査を委託しました。

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書

防犯体制の強化 予

算

科

目

一般会計

総務部　総務課　庶務係 総務費/消防費

８８９－４４１５

事業名

部　課

連絡先

事
業
の
目
的

総務管理費/消防費

施策の大綱 地域防災・防犯体系の確立 不発弾処理/災害対策

4,281

事

業

の

成

果

・沖縄県防災情報システムのパソコンを利用し、気象台の気象情報を一早く入手することにより災害時
における災害対策本部設置の判断材料としたり、被害が発生しそうな場合は各自治会へ連絡し、各自
治会から住民の方へ注意を呼びかけるマイク放送を実施してもらいました。
・還元施設建設予定地は、戦時中多大な艦砲射撃を受けた首里との境界に位置し、長く原野状態が
続いていた場所ではあったことから不発弾の存在が予想されており、探査事業の実施で不発弾が発
見され、無事回収を行いました。

事

業

の

実

施

内

容

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

単位：千円

210 117

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民
台風や各種災害時での地域住民と防災関係機関の
連絡体制の強化を図る事を目的とします。

4,281 3,954

このように、パソコンを使って、最新
の気象情報等を入手しています。
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会計 01

款 09

項 01

目 02

１，　沖縄県総合行政情報通信ネットワーク負担金　　　　　　　　　 　１，７１４千円

負担金主な使い道は、次のとおりです。

　・ネットワーク構築整備工事費の起債（借金）の返済のための経費（地上系）

　・電気通信事業者への有線回線の通信料　（有線系）

２，　沖縄県総合行政情報通信ネットワーク運営協議会負担金　　　　　　８６千円

負担金主な使い道は、次のとおりです。

　・ネットワーク機器の保守点検委託料等

　・無線従事者養成課程研修の委託料

その他 一般財源

1,822 1,800 1,800

事

業

の

実

施

内

容

事

業

の

成

果

　 沖縄県や各市町村、気象庁（防災情報、住基ネット・国保ネット・介護ネット）との情報連絡体制を強
化する上で、沖縄県総合行政情報通信ネットワーク（通信設備）を利用した通信網は災害に強い事か
ら安心して利用できました。地域間の情報発信の活性化や行政情報伝達の効率化、防災対策の迅
速・的確化を図ります。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民
地域間の情報発信の活性化や行政情報伝送の効
率化、防災対策の迅速・的確化を図ります。

８８９－４４１５ 消防費

施策の大綱 地域防災・防犯体系の確立 災害対策費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 沖縄県総合行政情報通信ネットワーク整備事業 予

算

科

目

一般会計

部　課 総務部　総務課　庶務係 消防費

連絡先
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会計 01

款 02

項 01

目 07

１．地域安全活動（防犯）推進団体への助成・負担金

・　与那原地区防犯協会分担金　　　　　　　　　　　５７８千円
主な活動内容
○　小・中学校での防犯対策講演会を実施したり、防犯功労者の表彰を行いました。
○　毎月３日は、ちゅらさん運動（防犯関係のビラの配布など）を実施しました。

・　与那原地区少年補導員協議会補助金 　　　　 　９７千円
主な活動内容
○　地域の祭り等で防犯街頭指導を行いました。
○　薬物乱用防止街頭キャンペーンへを実施しました。

・　（社）沖縄被害者支援ゆいセンター補助金　  　　２２千円
主な活動内容

697

予算額
地方債

698

決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 その他 一般財源

697

事

業

の

実

施

内

容

○　犯罪や交通事故の被害者又はその家族が抱える悩みやこころのケアを実施
しました。（電話相談件数　２４５件　　直接支援　４１件）

県民一斉夜間街頭指導出発式の様子

事

業

の

成

果

  町民の犯罪意識の向上や啓発に努めると共に、青少年犯罪を未然に防ぐことができました。特に、
南風原町内の窃盗犯罪が１７年と１６年を比較して減少しているのは、与那原警察署及び与那原地区
防犯協会から助言を受けるとともに、地域防犯協力隊の結成による町内の自主防犯組織の活動が強
化されました。

予算の
執行状況

事

業

の

目

的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民

町民の安全を確保するためには、警察力の強化だ
けではなく、防犯組織との連携のもと、町民の犯罪
意識の向上や啓発に努めると共に、少年補導員の
充実を図り、社会環境の浄化に努めます。

８８９－４４１５ 総務管理費

施策の大綱 地域防災・防犯体系の確立 防犯対策費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 防犯対策・人権擁護団体の育成 予

算

科

目

一般会計

部　課 総務部　総務課　庶務係 総務費

連絡先
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会計 01

款 02

項 01

目 07

１， 防犯灯設置・修繕事業費

・設　置　　　　　８灯　　　　５自治会 ２４４千円　　　　

・修　繕　　　３６８灯　　　１５自治会 ８９８千円

計　 １，１４２千円

２， 集落間防犯灯工事費　（８灯） ４２０千円

・町道２５号線　（文化センター～南風原中学体育館の間）　４灯

・町道１６号線　（第二団地横警察宿舎付近）　４灯

３， 集落間防犯灯電気料 ２１０千円

４， 集落間防犯灯修繕料 　７８千円

集落間防犯灯の設置例

その他 一般財源

町内を明るくする事で犯罪者を寄せつけないまちを
形成します。

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

1,870 1,850 1,850

事

業

の

実

施

内

容

事

業

の

成

果

各自治会に防犯灯を設置することにより、犯罪者を寄せ付けない安全な町並みを形成しています。ま
た、町民の治安維持が図られました。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債

施策の大綱 地域防災・防犯体系の確立 防犯対策費

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

自治会等

事業名 防犯対策事業 予

算

科

目

一般会計

部　課 総務部　総務課　庶務係 総務費

連絡先 ８８９－４４１５ 総務管理費
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会計 01

款 09

項 01

目 01

◆　東部消防組合分担金　　　　　　３２３，１８２千円

・各市町の平成１７年度負担金額
南風原町 ３２３，１８２千円
与那原町 １７４，８８７千円
西原町 ３９８，５０３千円
南城市（旧佐敷町） １３８，３４０千円
合計   １，０３４，９１２千円

　

単位：千円

323,182

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

東部消防管内（南風原町、与那原町、西原町、
南城市の一部）

１市３町の生命と財産を、災害などから守り安全で安
心して住めるまちづくりを進めます。

323,182

県支出金 地方債 その他 一般財源

323,182

事

業

の

成

果

  地域住民の生命財産を災害等から守り、かかる被害の軽減を図るため、年々消防力の充実強化を
図り「安全で、安心して住めるまちづくり」を推進することができました。

事

業

の

実

施

内

容

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金

連絡先

事
業
の
目
的

消防費

施策の大綱 消防・救急体制の強化 常備消防費

　東部消防組合は、南風原町、与那原町、西原町、南城市の一部（旧佐敷町）で負担金を
出し合い、運営しています。

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書

消防力の整備強化事業 予

算

科

目

一般会計

総務部　総務課　庶務係 消防費

８８９－４４１５

事業名

部　課

東部消防管内火災発生件数と損害額

12,831

11,298

5,532

10,196

15,355
26

19

7

9

25

0
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8,000
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H13 H14 H15 H16 H17
年度

千円
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損害額

火災件数
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会計 01

款 02

項 01

目 04

１，　与那原地区交通安全協会負担金　　　　　　　２１９千円
主な活動内容
・町内小学校、幼稚園、保育園、老人会等の交通安全指導を実施。

２，　町交通安全推進協議会補助金 　　　　　　　　３３６千円
主な活動内容
・地区交通安全協会及び与那原警察署と連携を図りながら町内の交通安全指導。
・毎月１日の早朝交通安全指導。
・新１年生児童へのランドセルカバー配付。

３，　町交通安全母の会補助金　　　　　　 　　　　　１４０千円
主な活動内容

・新入学児童交通安全ウォーキングを実施。

４，　与那原地区交通安全運転管理者会費　　　　　１０千円

・交通安全ｼﾙﾊﾞｰｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会を開催し、ｽﾎﾟｰﾂをとおして与那原所管内町村と
交流を深めながら交通安全の啓蒙を行った。

・町内ヤクルトレディーと連携して、信号待ちのドライバーへ交通安全を呼びかけ
ながらヤクルトの製品「ミルミル」を配付する「見る見る作戦」を行いました。

高齢者交通安全教室「ミルミル」を配布し
た「見る見る作戦」

単位：千円

705

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民
交通安全組織の強化を図ることにより事故のない町
を目指す。

705

県支出金 地方債 その他 一般財源

705

事

業

の

成

果

　与那原地区交通安全協会によるシルバー交通安全啓発ゲートボール大会を行い交通安全の普及
をはかりました。又交通安全母の会と協力しながら行った親子交通安全オォーキングには親子で約６０
名の参加が有り、警察官から親子で信号機の渡り方や、防犯対策として児童が不審者に襲われた場
合の声をだす練習も行い防犯も含め交通安全の当初の目的は達成できました。また、小学校をとおし
て新入学児童にはランドセルカバーの配付も行いました。

事

業

の

実

施

内

容

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金

事
業
の
目
的

総務管理費

施策の大綱 交通安全の推進 交通安全対策費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書

交通安全組織の強化事業 予

算

科

目

一般会計

総務部　総務課　庶務係 総務費

８８９－４４１５

事業名

部　課

連絡先
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会計 01

款 02

項 01

目 04

○回転灯電気料金（本部３６番地ほか３箇所）
予算額　　８０千円　　決算額　　１４千円

○修繕料　　　　
予算額　７５８千円　　決算額　７１５千円
（修繕した内容など内訳）
横断防止策及びガードレール修繕（大名・兼城地内）　　 ２００千円　
ガードパイプ撤去及び設置修繕（与那覇地区）　　　　　　 ２８６千円
反射鏡板設置修繕費　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ７７千円
道路防護柵及び道路反射鏡修繕費　　　　　　　　　　　　 １３３千円

　　　道路反射鏡調整修繕費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １９千円
　　
○工事費     
　　  予算額　５，５４２千円　　決算額　５，５４２千円
　　 （工事の内容など内訳）
交通安全施設設置工事（宮城地内）　　　　　　　 １，１２１千円
交通安全施設設置工事（本部・津嘉山地内）　　　 １，２６０千円
交通安全施設設置工事（町内全域）　　　　　　　　 ３，１６１千円

　　
　　 ※平成１７年度に実施した交通安全施設事業の一例

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書

交通安全施設事業 予

算

科

目

一般会計

経済建設部　建設総務課　農林土木係 総務費

８８９－４４１２

事業名

部　課

単位：千円

事

業

の

成

果

事

業

の

実

施

内

容

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

6,380 5,033 1,2386,271

県支出金

連絡先

事
業
の
目
的

総務管理費

施策の大綱 交通安全の推進 交通安全対策費

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民など
交通安全施設の設置および修繕により交通安全の
向上を図る。

工事着工前

工事完了後

(道路反射鏡設置工事)

交通安全施設の設置および修繕により、町内交通安全の向上が図られました。

- 53 -



会計 01

款 04

項 1/2

目 4/1

★　町内一斉清掃処理手数料

★　動物死骸処理手数料

★　家庭系ごみ収集・運搬委託料 　

★　家庭系ごみ処理委託料（那覇市）

★　資源・粗大ごみ収集・運搬委託料 　

★　資源ごみ収集・運搬委託料（南風学園） 　

★　ペットボトル処理委託料    

★　事業系ごみ処理委託料（那覇市）

次ページへ続く

805千円

5,040千円

24,552千円

3,359千円

25,912千円

民生部　環境保健課　環境班

ごみの５種類分別収集を推進して廃棄物の排出を
抑制するとともに、資源ごみの再資源化を図ること
により、町民の快適でうるおいのある生活を確保す
る。

主な経費

事

業

の

実

施

内

容

36,000千円

18,149千円

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書

事
業
の
目
的

単位：千円

一般会計

衛生費

清掃費/保健衛生費

環境衛生/塵芥、し尿処理

ごみ処理対策事業

連絡先

施策の大綱

3,715千円

対象（誰を・何を）

町民及び町内にある事業所など

意図（どういう状態にしたいのか）

予

算

科

目

事業名

部　課

８８９－１７９７

環境衛生・公害防止の推進

ペットボトル処理量・スチール缶搬入量

99.49 106.65

256.13 241.63

65.07 61.32 88.52

322.58

287.09

339.29

0

50

100

150

200

250

300

350

400

H13 H14 H15 H16 H17
年度

ｔ
ペットボトル処理量

スチール缶搬入量

4,528

2,389

4,648

2,418

4,719

2,286

4,746

2,608

4,887

2,664

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

ｔ

１３年度 １４年度 １５年度 １6年度 １7年度

家庭ごみ・事業系ごみ処理排出量の推移 家庭ごみ

事業系ごみ
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★　その他の経費

一般財源

4,612千円

122,715 21,345 100,799122,144

事

業

の

成

果

　平成１７年１２月からの新焼却炉試運転に伴うごみ分別方法変更により、ごみ分別が容易になり各
家庭からのごみ排出が便利になりました。そのため、ごみの排出量は、家庭系ごみが対前年度141ト
ンの増で、事業系ごみも対前年度56トンの増となっています。
　これは、ごみ分別がたやすくなった分、安易にごみを排出することが要因と思われ、不要なものは
断り、購入したり持ち込んだりしない等のごみ排出抑制と、燃やすごみに混入している資源ごみの分
別徹底に取り組む必要があります。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

事

業

の

実

施

内

容

家庭ごみ収集運搬の現場写真

家庭ごみ排出状況

門口収集状況

軽トラックからパッカー車へ
の積み替え状況
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会計 01

款 04

項 02

目 01

　

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 一般廃棄物処理施設建設等基金積立金 予

算

科

目

一般会計

部　課 民生部　環境保健課　環境生活班 衛生費

連絡先 ８８９－１７９７ 清掃費

施策の大綱 環境衛生・公害防止の推進 塵芥、し尿処理費

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民など
平成１８年４月本格稼働の新焼却施設と平成１９年
４月供用開始予定の新最終処分場の建設基金積
み立て。

　★一般廃棄物処理施設建設等基金積立金　（予算額：７，４０４千円　決算額：７，４０３千円）

　平成１８年４月に本格稼働した、「那覇市・南風原町環境施設組合」の新焼却施設（那
覇・南風原クリーンセンター）と、同組合が現在建設を進めている新最終処分場（那覇エコ
アイランド）の建設費等は、負担金として「那覇市・南風原町環境施設組合」に支出してい
ます。その負担金に充てるため、指定ごみ袋収益金の半分を基金として積み立てていま
す。

事

業

の

実

施

内

容

新焼却施設「那覇・南風原クリーンセンター」のごみ焼却炉の搬入口となるプラットホーム

事

業

の

成

果

   基金を毎年度積み立てて、建設費等の負担金に充てることで一般廃棄物処理施設の建設を推進
することができました。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

7,404 7,403 7,403 0
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会計 01

款 04

項 02

目 01

   

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 リサイクル基金積立金 予

算

科

目

一般会計

部　課 民生部　環境保健課　環境生活班 衛生費

連絡先 ８８９－１７９７ 清掃費

施策の大綱 環境衛生・公害防止の推進 塵芥・し尿処理費

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民など
　基金積み立てによる、ごみの資源化・減量化等の
事業促進。

★リサイクル基金積立金 （予算額：７，４０４千円　　決算額：７，４０４千円）

ごみの資源化、減量化事業を推進するため、指定ごみ袋収益金の半分を基金として積み
立てています。

事

業

の

実

施

内

容

事

業

の

成

果

　リサイクル基金を活用した事業等を実施することで、快適な生活環境づくりを推進することができま
した。

一般財源

7,404 07,404

決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金

7,404

予算の
執行状況

予算額
地方債 その他
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会計 01

款 04

項 01

目 04

★　資源ごみ集団回収団体報奨金　　１，３８５千円

↑環境保全啓発用の不法投棄禁止看板↑↑公害パトロールで発見した不法投棄の様子

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 環境保全推進事業 予

算

科

目

一般会計

部　課 民生部　環境保健課　環境生活班 衛生費

連絡先 ８８９－１７９７ 保健衛生費

施策の大綱 環境衛生・公害防止の推進 環境衛生費

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町内各自治会長及び町内全域。
集団回収団体。

地域の環境状況の把握、苦情処理、不法投棄の解
消。

事

業

の

実

施

内

容

★　環境公害パトロール等の費用　　３４千円

★　環境保全啓発ポスター等の印刷費用　　６９７千円

★　その他の経費　　１３８千円

事

業

の

成

果

　定期的に町内を巡回し、立て看板を設置するなどして不法投棄の発見・解消に努めることで、各
字・各自治会においても環境面での活動が活発になりました。また、資源ごみ集団回収団体による
資源ごみの回収量も増加しました。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

2,500 2,254 2,254

116

146

180 178

231

0

50

100

150
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トン

１３年度 １４年度 １５年度 １6年度 １7年度

資源ごみ集団回収実績経年変化
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会計 01

款 04

項 02

目 01

　　　　※負担割合（那覇市９３％　南風原町７％）

平成１８年４月より本格稼働した 現在建設中の新最終処分場（那覇エコアイランド）
那覇・南風原クリーンセンター 完成予定図。

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 ごみ焼却施設の整備事業 予

算

科

目

一般会計

部　課 民生部　環境保健課　環境生活班 衛生費

連絡先 ８８９－１７９７ 清掃費

施策の大綱 環境衛生・公害防止の推進 塵芥し尿処理費

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

那覇市・南風原町ごみ処理施設事務組合
ごみの円滑なる処理のため、クリーンセンター・新
最終処分場建設負担金及び環境施設組合の運営
費を負担する。

★　那覇市・南風原町環境施設組合運営負担金　　１６，５００千円

★　新ごみ処理施設（那覇・南風原クリーンセンター）建設負担金　　６１，７６９千円
　　　　※負担割合（那覇市９３％　南風原町７％）

事

業

の

実

施

内

容

★　新最終処分場（那覇エコアイランド）建設負担金　１５，４３４千円
　　　　※負担割合（那覇市９３％　南風原町７％）

事

業

の

成

果

   新ごみ処理施設（那覇・南風原クリーンセンター）が完成し、新最終処分場の平成１９年４月１日供
用開始を目指して事業を推進することができました。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

93,703 93,703 93,703 0
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会計 01

款 04

項 01/02

目 04/01

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書
単位：千円

事業名 指定ごみ袋還元基金事業 予

算

科

目

一般会計

部　課 民生部　環境保健課　環境生活班 衛生費

連絡先 ８８９－１７９７ 保健衛生費/清掃費

施策の大綱 環境衛生・公害防止の推進 環境衛生/塵芥・し尿処理

事
業
の
目
的

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

生ごみ処理機等購入者
エコセンター利用者
町民憲章推進協議会

リサイクル基金（指定ごみ袋収益金）を活用し、環
境に優しい町作りの推進。

★　エコセンター運営費　　１，４４０千円
　　　　６０，０００円×２人×１２月＝１，４４０、０００円

事

業

の

実

施

内

容

★　生ごみ処理機等購入補助金　　３，８５６千円
　　　　容器　１件、　処理機（家庭用）　６１件、　処理機（事業所用）１件、

★　町指定ごみ袋作成費　　１０，９８８千円

★　町指定ごみ袋販売委託料　　６，３７５千円

★　町民憲章推進費　　１，０００千円

↑生ごみ処理機等購入補助実績↑

事

業

の

成

果

　ごみ袋の指定化に伴う住民負担を、生ごみ処理機等購入奨励金として還元し生ごみの減量化に
努めるとともに、エコセンターの委託運営でリサイクルの普及啓発を図り、地域の環境保全を推進す
ることができました。また、町民憲章推進協議会に補助金を交付し、花や緑を増やし、地域の環境美
化を推進することができました。

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

24,240 16,009 7,65023,659

9
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68
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処理機
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処理機
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指定袋販売枚数

101,638
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会計 01

款 04

項 02

目 01

　

　平成１７年度実績
処理委託単価　・・・・・・・　１キロリットル当たり　９，７００円
汚泥搬入量　　 ・・・・・・・  ３，２０１，２００リットル

一般家庭のし尿・浄化槽汚泥は町内の許可業者（２名）が収集運搬し、町が島尻消防清
掃組合（清澄苑）に処理を委託しているため、島尻消防清掃組合へ処理委託料を支払っ
ています。

単位：千円

31,052

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

下水道の整備されていない地域など
一般家庭のし尿処理は、許可業者が収集運搬し、
町が島尻消防清掃組合にその処理を委託する。

31,052

県支出金 地方債 その他 一般財源

31,052

事

業

の

成

果

　下水道が整備されていない地域のし尿及び浄化槽の汚泥を処理し、環境と公共水域の環境保全
を図ることができました。

事

業

の

実

施

内

容

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金

連絡先

事
業
の
目
的

清掃費

施策の大綱 環境衛生・公害防止の推進 塵芥し尿処理費

★　し尿処理委託料 （予算額：３１，０５２千円　　決算額：３１，０５２千円）

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書

し尿処理対策事業 予

算

科

目

一般会計

民生部　環境保健課　環境生活班 衛生費

８８９－１７９７

事業名

部　課

312

2,854

292

2,756

301

2,982

215

2,883

199

3,003

0

1,000

2,000

3,000

4,000

ｋｌ

平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１６年度

し尿・浄化槽汚泥搬入量の推移

し尿 浄化槽汚泥
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会計 01

款 04

項 01

目 04

￥

★

国道３２９号（字宮平６６１番地の１）

国道３２９号（字兼城５９０番地）

県道１２８号線（字津嘉山３８９番地）

平成１７年度自動車騒音測定
ポイント（３箇所）

★　その他の経費　　７６千円

★　国場川水系河川水質調査委託料　　４００千円

★　自動車騒音測定委託料　　３８９千円

　　　　町内の河川水質調査を委託し汚濁状況の現況把握に努めました。
　　

  　　　町内道路要所３地点の自動車騒音調査を委託し、実態把握を行いました。

★　合併処理浄化槽設置補助金　　２，４０３千円（１０人槽１基、７人槽２基、５人槽３基）　
 河川の水質汚濁防止と生活環境の保全と公衆衛生の向上を図るため、浄化槽設置補助
金を交付しました。

単位：千円

1,467

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

国場川水質調査（町内５地点）
町内の道路要所（３地点）
浄化槽設置補助要件に該当する町民

　公害対策事業を実施することにより、町民の健康
を保護するとともに、生活環境を保全する。

3,268 1,201 600

県支出金 地方債 その他 一般財源

3,526

事

業

の

成

果

　国場川水系水質調査及び自動車騒音の測定調査を実施し、それぞれ貴重なデータが得られ、今
後の環境行政に活用することができます。また、浄化槽設置補助金については、平成１７年度は交
付件数は少なかったが、生活排水による河川の水質汚濁の防防止に役立てています。

事

業

の

実

施

内

容

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金

事
業
の
目
的

保健衛生費

施策の大綱環境衛生・公害防止の推進 環境衛生費

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書

公害対策事業 予

算

科

目

一般会計

民生部　環境保健課　環境生活班 衛生費

８８９－１７９７

事業名

部　課

連絡先

9.7

134

7.7

15.7 17.1

72.8 341

16.6

6.5

68.5

8.2
8.4
14.6

4.9

9.2
7.8

10.5 11.1

5.2 5.5

20.4

2.8
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12.2

64.2
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水質の経年変化（ＢＯＤ）

国場川大子橋

長堂川武川良橋下流

国場川前田橋

手登根川池原橋

長堂川名幸橋

※数値は高いほ
ど、水が汚れてい
ることを表します。

- 62 -



会計 01

款 04

項 01

目 04

平成１３年度～販売実績 (袋)

③ハチ対策

平成１５年度～苦情件数 (件)

↑大量発生したヤスデ↑

苦情件数 7 4 10

　ハチは、基本的に危険なので、個人所有地内外を問わず、町で駆除を行っています。しかし、床
下など町で駆除が困難な場合は、個人所有地管理者に駆除をお願いしています。

年　　　度 １５年度 １６年度 １７年度

販売実績 80182180162

平 成 １７ 年 度 主 要 施 策 の 成 果 に 関 す る 報 告 書

そ族昆虫対策事業 予

算

科

目

一般会計

民生部　環境保健課　環境生活班 衛生費

８８９－１７９７

事業名

部　課

連絡先

事
業
の
目
的

保健衛生費

施策の大綱 環境衛生・公害防止の推進 環境衛生費

909

事

業

の

成

果

蚊、ボウフラ、ヤスデ、ハチ等を駆除することで、町民の快適な生活環境を確保することができまし
た。

事

業

の

実

施

内

容

予算の
執行状況

予算額 決算額
決算額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

単位：千円

757

対象（誰を・何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町内全域（ハブ・野犬・野鼠その他害虫）
ボーフラ・蚊・そ族害虫等の駆除及びハブ・野犬等
の捕獲を実施し、生活環境の保全に努める。

757

★　蚊・そ族昆虫駆除薬剤費　　４４５千円

★　蚊駆除委託料　　１８４千円　

①蚊（ボウフラ駆除）

★　その他の経費　　１２８千円　

　　蚊の大量発生を防ぐため、駆除業者に委託（薬剤散布）して駆除を行っています。
　・駆除場所：町内各字自治会の側溝、及び苦情があった場所（個人所有地を除く）

②ヤスデ対策
　　大量に発生すると不快な害虫と呼ばれているため、駆除対策をしています。

１５年度１４年度１３年度

　・ヤスデ駆除剤を半額（１，２００円を６００円）で販売しています。

年　　　度 １７年度１６年度

- 63 -


	02-01防犯体制強化
	1/4
	2/4
	3/4
	4/4

	02-02消防体制強化
	02-03交通安全思想
	02-04交通安全施設
	02-05ごみ処理
	1/7
	2/7
	3/7
	4/7
	5/7
	6/7
	7/7

	02-06し尿処理
	02-07公害対策
	02-08そ族昆虫

